加藤清正墓碑 - 紹介解説文(パンフレット)

丸岡城の敷地内には、賤ヶ岳七本槍の一人である加藤清正(1562–1611)の記念碑があります。 1583年の賤ヶ岳の戦いにて豊臣秀吉の元で活躍した人物です。
1586年、清正は肥後(現在の熊本県)の半分を与えられ、熊本城を彼の住居として与えられました。その後、彼は文禄・慶長の役(1592–1598)で3人の上級指揮官の1人になりました。
秀吉の死後、個人的な葛藤により、清正は徳川家康(1543–1616)、徳川幕府の最初の将軍に仕えました。清正は1600年に関ヶ原の戦いで家康方に加わります。関ヶ原の戦いは日本の封建制度史上、最大かつ最も重要な戦いの1つです。
家康は戦いに勝った後、肥後の残りの半分を清正に授与し、それによって清正の収入を年間54万石に引き上げました。一人の人に一年間食べさせるには、一石の米で十分だと考えられていました。
晩年、清正は秀吉の息子で後継者である豊臣秀頼(1593–1615)と家康との仲介役を務めました。熊本に戻ると、清正は病気で亡くなりました。彼は市内の本妙寺に埋葬されたと伝えられています。
その後、清正の11歳の息子、忠広は大名になりました。江戸幕府は政治的な理由でその役職を取り払い、1632年に領地(熊本)を没収しました。
そして忠広は、出羽国(現在の山形県)に追放されることになります。丸岡城に移転した後、忠広は父に記念碑を建て、高官の慣習であった遺骨を将軍に輸送することを拒否しました。
1918年、熊本県の研究チームが、記念碑に使用されている石が熊本のものであることを発見しました。
1945年、丸岡城に隣接する天澤寺で清正の遺骨と防具が発見されました。甲冑は2016年に清正の生誕地である名古屋で完全に復元され、現在は丸岡城に展示されています。
山形で清正の遺骨が発見されたことは、忠広とその家族が彼らの本当の場所を隠すために行った努力を示しています。
今日、山形の人々のみならず、熊本、東京の人々に至るまで清正に敬意を払っています。清正の精神は、熊本の加藤神社を含む全国の多くの神社に祀られています。これは、特別な人々は死の後、神になるという神道の信念によるものです。




